
特定非営利活動法人遠野山・里・暮らしネットワークの農商工連携等促進人材創出事業について

１．事業モデル名：遠野型まちづくり実践塾

３．事業目的・内容：
遠野の地域資源を活かした道の駅の運営や、ショッピングセンター、自動車学校再生モデルなど多様なコミュニティビジネス
ノウハウを活用し、それぞれの組織を連携させ、地域のソーシャル・クラスター形成を実現。そのノウハウを活用し、農山村に
おける起業・地域再生を成功させることができる人材を育てる。平成２０年度から本事業で東北６地区で人材育成の事業を実施
しており、事業は順調に推移している。

２．事業者の概要
補助事業者名：特定非営利活動法人 遠野山・里・暮らしネットワーク

所 在 地：岩手県遠野市
地 域 課 題 ：農家の疲弊や商店街の衰退等、中山間地域が抱える課題が山積。
課題への取組：岩手県遠野市を舞台に、撤退した自動車学校に農家民宿グリーンツーリズム型合宿ビジネスを導入し再生、大手

スーパーが撤退した店舗跡地に地域住民によるフリーマーケットや産直を導入するなど、地域資源の組み合わせ
による新しい商品価値を生み出し、複数の地域ビジネスとして再生させてきた。

道の駅「遠野風の丘」

夢咲き茶屋の取組み

本事業 福島県 農業（養鶏）新規参入

初卵料理試食会

本事業 岩手県 農家レストラン起業

ワークショップ

４．事業の目標
育成する人材像：地域を元気にしたいという強い思いを、具体化し、起業に結びつけることができる人材。

グループや地域を巻き込んで地域活性化のために活躍できる人材
育成する人材数：３年で１１人以上


